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１ 農地中間管理総合対策事業

農林政策課

１ 補正内容 （単位：千円）
事業内訳 予算現計 補正額 補正後

(1)農地中間管理事業 199,608 △4,500 195,108
(2)農地売買支援事業 15,245 - 15,245
(3)機構集積協力金交付事業 627,097 △196,897 430,200
(4)人・農地将来ビジョン確立・実現支援事業 1,849 - 1,849
(5)条件不利農地を担う経営体支援事業 8,756 △7,088 1,668
(6)大潟村方上地区農地利活用推進事業 10,500 △880 9,620
(7)農地流動化助成金返還金 - 4,606 4,606

計 863,055 △204,759 658,296

２ 事業内容
(1) 農地中間管理事業

農地中間管理機構が行う農地の賃貸借や管理に要する経費の実績見込みによる減額
補正額 △4,500千円（199,608千円 → 195,108千円）

(3) 機構集積協力金交付事業
農地中間管理機構を通じて担い手に農地集積する個人・地域へ交付する協力金の実績見込みによる増減
補正額 △196,897千円（627,097千円 → 430,200千円）
・ 地域集積協力金

補正額 △106,510千円（406,510千円 → 300,000千円）
・ 集約化奨励金

補正額 69,778千円（ 30,222千円 → 100,000千円）
・ 経営転換協力金

補正額 △160,165千円（190,165千円 → 30,000千円）
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(5) 条件不利農地を担う経営体支援事業

機構を通じて条件不利農地を借り受けた経営体への支援に要する経費の実績見込みによる減額

補正額 △7,088千円（ 8,756千円 → 1,668千円）

(6) 大潟村方上地区農地利活用推進事業

大潟村方上地区の農地の利活用の推進に要する経費の実績見込みによる減額

補正額 △880千円（ 10,500千円 → 9,620千円）

(7) 農地流動化助成金返還金

過年度に交付した農地流動化関連助成金のうち、交付要件を満たさなくなった対象者の国への返還金

補正額 4,606千円（ 0千円 → 4,606千円）
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２ 原油価格高騰等の影響に伴う指定管理者への支援
【農業研修センター費・森林学習施設管理運営費】

農林政策課
森林整備課

県有施設の指定管理者に対し、原油価格高騰等によりかかり増しとなった光熱費及び燃料費について、収入に占め
る指定管理料の割合（公費負担割合）に応じて助成する。

１ 事業内容

(1) 対 象 施 設

ア 秋田県農業研修センター（生態系公園等）

イ 秋田県森林学習交流館

(2) 指定管理者

ア むつみ造園土木(株)

イ (株)サンアメニティ

(3) 対 象 経 費 光熱費及び燃料費の令和４年度収支計画からの増加分

(4) 対 象 期 間 令和４年４月～令和５年２月

(5) 補 助 率 公費負担割合に基づき算出

２ 予算額

４，６８５千円 一般財源 ４，６８５千円

内訳 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

ア ２，２８６千円 「コロナ禍における原油価格・物価高騰対応分」充当予定

イ ２，３９９千円

負担金補助及び交付金 ４，６８５千円
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【参考１】イメージ図
ア 秋田県農業研修センター（指定管理料制）

イ 秋田県森林学習交流館（利用料金併用制）

【参考２】予算概要

ア 農業研修センター費 （単位：千円）
事業内訳 予算現計 補正額 補正後

農業研修センター費 44,755 607 45,362
原油価格高騰等支援 - 2,286 2,286
一般管理費等 44,755 △1,679 43,076

計 44,755 607 45,362

イ 森林学習施設管理運営費 （単位：千円）
事業内訳 予算現計 補正額 補正後

森林学習施設管理運営費 30,311 2,399 32,710
計 30,311 2,399 32,710

収入

指定管理者負担 補助金（Ｃ×Ｄ）

対象経費
光熱費・燃料費の増加分

指定管理料　（Ａ） 利用料収入（実績見込み）（Ｂ） 対象経費（Ｃ）

支出 管 理 運 営 経 費（支出実績見込み）

公費負担割合（Ｄ）を乗じる

  Ａ／（Ａ＋Ｂ）　＝公費負担割合（Ｄ：47％）

収入

対象経費
光熱費・燃料費の増加分

指定管理料　（Ａ） 対象経費（Ｃ）

補助金（Ｃ×Ｂ）

支出 管 理 運 営 経 費（支出実績見込み）

公費負担割合（Ｂ）を乗じる

  公費負担割合　（Ｂ：100％）
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３ あきたの魅力ある水田農業確立対策事業

水田総合利用課

１ 補正内容 （単位：千円）
事業内訳 予算現計 補正額 補正後

(1)秋田米生産・販売戦略推進事業 1,190 - 1,190
(2)マーケット対応型秋田米産地拡大事業 801,263 △17,641 783,622
(3)技術支援体制強化事業 3,515 - 3,515
(4)大豆生産力向上技術導入事業 312,555 △78,114 234,441
(5)水田農業基幹施設等整備支援事業 564,377 △72,750 491,627
(6)県産米品質向上推進事業 103,355 - 103,355

計 1,786,255 △168,505 1,617,750

２ 事業内容
(2) マーケット対応型秋田米産地拡大事業

業務用米の省力・低コスト生産等に向けた支援に要する経費の実績見込みによる減額
補正額 △17,641千円（801,263千円 → 783,622千円）

(4) 大豆生産力向上技術導入事業
大豆の生産拡大に向けた栽培技術の確立・普及や機械・施設の整備等に対する支援に要する経費の実績見込み

による減額
補正額 △78,114千円（312,555千円 → 234,441千円）
・ 大豆産地生産性向上事業

補正額 △52,093千円（160,556千円 → 108,463千円）
・ 大豆生産拡大支援事業

補正額 △26,021千円（151,000千円 → 124,979千円）

(5) 水田農業基幹施設等整備支援事業
共同利用施設等の整備に対する支援に要する経費の実績見込みによる減額
補正額 △72,750千円（564,377千円 → 491,627千円）
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